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3　市報いいやま / 14.12

　竹内択選手のソチオリンピック銅メダル獲得に始まり、新幹線
営業車両が駅に初入線、8月 27 日には、ついに新幹線開業の日が
明らかになった平成 26 年。市制施行 60 周年の節目の年となった
今年は新しい JR飯山線飯山駅が一足先に開業となり飯山駅観光交
流センターもオープン。新幹線時代の到来がすぐそこまで来てい
ることを感じられる年でした。平成 26年を振り返ります。

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

第 32回いいやま雪まつり開催
新幹線飯山駅前会場では大型雪像のス
ノーライティングなどが行われる

ソチオリンピック、スキージャ
ンプ男子ラージヒル団体のメン
バーとして飯山市出身、竹内択
選手が銅メダルを獲得

2月8日・9日

2月18日

2月18日
関東甲信地方で大雪、災害時相互応援
協定を結ぶ山梨市に除雪機械 10台と
市職員 23名を派遣

3月1日
新中央橋市民見学会を開催。
150名の方が参加

災害時における LPに係る協力に
関する協定を市、一般社団法人長
野 LP ガス協会、長野 LP 協会高
水支部の三者間で締結

3月3日

桑名川―藤沢間で土砂崩落が発生。
JR飯山線、国道 403号が不通に

飯山高校第二次統合校開始式
が行われる

4月5日

ソチオリンピック銅メダリスト、竹内択選手が凱旋。飯山
駅から市民会館までパレード、市民会館では市民栄誉賞贈
呈式、メダル獲得報告が行われる

4月13日

新市民会館の建設工事が着工される
4月26日

飯山市消防団観閲式が開催される

第 31回いいやま菜の花まつり開催
5月3日～5日

5月17日
駅舎・合築都市施設見学会を開催。
500名の方が参加

5月24日　北陸新幹線富山駅でレール締結式
開催。長野―金沢間のレールが 1本につながる

水防訓練開催5月31日
6月1日
北陸新幹線飯山駅開業イベント
第 2回アスパラまつり開催

文化学園との連携協定に調印
6月19日

飯山線走る農家レストラン開催

4月1日

4月29日

6月21日

6月29日
飯山市消防団ポンプ操法大会・ラッ
パ吹奏大会開催

北陸新幹線飯山駅開業イベント
信越自然郷健康フォーラム開催

7月8日

北信消防協会ポンプ操法大会・ラッパ吹
奏大会開催

7月13日

8月1日
市制施行 60年を迎えた飯山市。
市民会館で市制施行 60周年記念式典が開催される

8月7日
W7系車両が試験走行で飯山駅に初入線。
新幹線新型車両歓迎イベント開催

いいやま灯篭まつりは台風 11号接近に
伴い中止。屋内イベントが行われる

8月9日
新市民会館の愛称が「なちゅら」に決定
7月31日

8月15日
プロジェクションマッピングが開催され
1万 2000人が新幹線飯山駅前に集まる

8月23日
飯山市総合防災訓練 外様地区で開
催。原発事故を想定した訓練も行
われ藤沢、西大滝区住民も参加

待望の北陸新幹線開業日が 3月 14日と発表される

9月16日
9月 7日の市長選挙で再選を果たした足立正則市長が 2期
目の初登庁

岳北消防本部（飯山消防署）の新
庁舎が完成

9月26日

9月26日 名誉市民の北澤宏一さんが逝去

北陸新幹線飯山駅開業イベント

新中央橋開通

第 22回飯山市サマージャンプ大会開催

JR飯山線新飯山駅、飯山駅観光交流センターがオープン

JR飯山線、旧飯山駅の営業終了。
さよならイベントが開催される

北陸新幹線飯山駅開業イベント
飯山線走る農家レストラン開催

10月12日  第 41回飯山市駅伝大会開催
飯山Aチームが優勝

飯山城築城 450年記念イベント開催
第 14回いいやま花フェスタ開催

第 2回北信州ハーフマラソン・信
越自然郷うまいもの市開催

北陸新幹線飯山駅オリジナル駅弁
コンテストを開催

9月27日

成人式開催（新成人 264名）
8月15日

9月28日

8月27日 11月9日

10月26日

10月4日・5日

11月8日

12月14日

11月16日　任期満了に伴う市議会議員選
挙が行われ、新人６、現職 10人が当選

11月8日・9日

飯山市この1年
平成 26 年

北陸新幹線飯山駅開業イベント

北陸新幹線飯山駅開業イベント

北陸新幹線飯山駅開業イベント

北陸新幹線飯山駅開業イベント

北陸新幹線飯山駅開業イベント

北陸新幹線飯山駅開業イベント

北陸新幹線飯山駅開業イベント

北陸新幹線飯山駅開業イベント

11月22日
22:08 長野県北部地震発生
福寿町で震度 4を観測

11月21日　「小菅の里及び小菅山の
文化的景観」が国の重要文化的景観に

　　　　　　北陸新幹線飯山駅開業イベント
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新
市
議
会
議
員
が
決
定

　

任
期
満
了
に
伴
う
飯
山
市
議

会
議
員
選
挙
が
11
月
16
日
に
行

わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
16
名
の

新
し
い
議
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

新
議
員
の
初
議
会
と
な
る
12

月
定
例
会
は
12
月
12
日
に
招
集

さ
れ
、
一
般
質
問
は
18
日
か
ら
20

日
ま
で
、
本
会
議
採
決
は
26
日
の

予
定
で
す
。

　

今
回
の
選
挙
結
果
と
当
選
さ
れ

た
議
員
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

す
。（
任
期
は
４
年
間
）

立候補者氏名 得票数
当 江 澤 岸 生 2,007
当 髙 山 恒 夫 1,233
当 西 澤 一 彦 932
当 松 本 淳 一 794
当 市 川 久 芳 767
当 飯 田 健 一 765
当 佐 藤 正 夫 708
当 石 田 克 男 706
当 久保田 幸治 657
当 渋 川 芳 三 612
当 山 﨑 一 郎 600
当 小林 喜美治 583
当 荻 原 洋 平 576
当 望 月 弘 幸 473
当 上 松 永 林 471
当 渡辺 美智子 408

竹 井 政 志 389
今 清 水 功 81

飯山市議会議員選挙投票結果

　

投
票
率
は
前
回
平
成
22

年
執
行
の
71
・
07
㌫
を
下
回

る
68
・
41
㌫
で
市
議
会
議
員

選
挙
と
し
て
初
め
て
70
㌫
を

下
回
り
ま
し
た
。

当日有権者数
18,792 人

投票者数
12,856 人

有効投票数
12,762 票

無効票
94票

投票率
68.41％

氏名（敬称略）、
年齢（12 月 15
日現在）、当選
回数、所属政党、
職 業、 住 所 の
順に掲載してお
り、並びは当選
回数順の年齢順
です。

荻
原
洋
平
（
64
）
①

市
川
久
芳
（
66
）
①

髙
山
恒
夫
（
59
）
②

渋
川
芳
三
（
66
）
②

渡
辺
美
智
子
（
67
）
②

石
田
克
男
（
69
）
② 無所属（新）

建設業
木島 上新田

無所属（現）
農業

瑞穂 中組

無所属（現）
農業

秋津 上組

日本共産党（現）
農業

岡山 下境

無所属（現）
会社役員
常盤 戸狩

無所属（新）
農業

木島 天神堂

西
澤
一
彦
（
60
）
①

江
澤
岸
生
（
61
）
①

飯
田
健
一
（
61
）
①

松
本
淳
一
（
62
）
① 公明党（新）

保険代理店経営
秋津 茂右ェ門新田

無所属（新）
無職

太田 五荷

無所属（新）
会社役員
常盤 大塚

無所属（新）
無職

飯山 上町

上
松
永
林
（
73
）
③

望
月
弘
幸
（
63
）
⑥

山
﨑
一
郎
（
71
）
⑤

佐
藤
正
夫
（
68
）
④

久
保
田
幸
治
（
70
）
④

小
林
喜
美
治
（
60
）
⑤無所属（現）

会社役員
飯山 有尾

日本共産党（現）
団体役員
秋津 北畑

無所属（現）
会社役員
岡山 藤沢

無所属（現）
農業

柳原 南条

無所属（現）
会社役員
飯山 本町

無所属（現）
会社役員
瑞穂 柏尾

11
月
22
日
22
時
8
分 

長
野
県
神
城
断
層
地
震
発
生

市
内
で
は
震
度
４
を
観
測 

各
地
で
被
害
が

　

11
月
22
日
㈯
夜
、
北
安
曇
郡

白
馬
村
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
６・７
の
地
震
が
発
生
。

小
谷
村
、
小
川
村
、
長
野
市
で
最

大
震
度
６
弱
を
観
測
し
ま
し
た
。

　
こ
の
地
震
で
市
内
福
寿
町
の
震

度
計
で
は
震
度
４
を
観
測
。
太
田

地
区
小
境
か
ら
常
盤
地
区
小
泉

を
通
る
市
道
９-

２
１
６
号
線
が

隆
起
、
斑
尾
で
は
建
物
の
外
壁
が

一
部
剥
が
れ
る
な
ど
の
被
害
が
発

生
。
市
で
は
警
戒
本
部
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

11/23 の市道 9-216 号線（小泉方面から撮影）

「
小
菅
の
景
観
」
が
国
の
重
要
文
化
的
景
観
に

　

国
の
文
化
審
議
会
は
11
月
21

日
、
瑞
穂
地
区
小
菅
の
「
小
菅
の

里
及
び
小
菅
山
の
文
化
的
景
観
」

を
国
の
重
要
文
化
的
景
観
に
選

定
す
る
こ
と
を
文
部
科
学
大
臣
に

答
申
し
ま
し
た
。

　

長
野
県
内
で
は
千
曲
市
の
「
姨

捨
の
棚
田
」
に
次
い
で
２
件
目
と

な
り
ま
す
。（
全
国
で
は
47
件
）

文
化
的
景
観
と
は

　

文
化
的
景
観
と
は
、
風
土
に
根

ざ
し
て
営
ま
れ
て
き
た
人
々
の
生

活
や
生
業
の
在
り
か
た
を
表
す
景

観
地
の
こ
と
で
、
自
然
と
の
共
生

の
な
か
で
育
ん
で
き
た
原
風
景
と

も
い
え
る
も
の
で
す
。

小
菅
の
文
化
的
景
観
の
概
要

◎
重
要
文
化
的
景
観
の
名
称

　

小
菅
の
里(

こ
す
げ
の
さ
と)

及
び
小
菅
山(

こ
す
げ
さ
ん)

の

文
化
的
景
観

◎
文
化
的
景
観
の
範
囲

　
小
菅
集
落
を
中
心
に
、
南
は
風

切
峠
と
良
蔵
坊
跡
・
神
戸
の
大
イ

チ
ョ
ウ
を
含
む
稜
線
、
西
は
二
の

鳥
居
、
北
は
前
坂
の
峠
尾
根
、
東

は
国
有
林
の
境
界
線
を
結
ん
だ
範

囲
（
面
積
３
８
９・７
２
㌶
）

◎
特
徴

　

小
菅
山
は
７
世
紀
前
半
に
さ
か

の
ぼ
る
と
伝
え
ら
れ
る
修
験
の
山

災
害
義
援
金
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

今
回
の
地
震
で
被
害
に
遭
わ
れ

た
震
源
地
周
辺
地
域
の
方
々
へ
の

義
援
金
を
市
役
所
で
平
成
27
年

保
健
福
祉
課 

社
会
福
祉
係　
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
８

3
月
31
日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

で
あ
り
、
戦
国
時
代
に
は
北
信
か

ら
上
越
に
お
よ
ぶ
信
仰
圏
を
誇
っ

た
と
さ
れ
ま
す
。
小
菅
神
社
の
直

線
的
な
参
道
の
両
側
に
方
形
の
区

画
を
持
つ
坊
院
群
が
密
集
す
る
古

絵
図
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
現
在
も

石
積
み
等
で
区
画
さ
れ
た
地
割
が

居
住
地
お
よ
び
耕
作
地
と
し
て
継

承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
菅
の
集
落
を
囲
む
里
山
林

は
、
か
つ
て
薪
炭
材
等
に
利
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
山
体
崩

壊
に
よ
り
生
じ
た
湧
水
等
を
居
住

地
に
引
き
込
み
「
カ
ワ
」
と
よ
ば

れ
る
溜
池
で
消
雪
や
洗
い
も
の
な

ど
に
使
っ
た
り
、
北
竜
湖
か
ら
用

水
を
引
く
な
ど
田
畑
の
か
ん
が
い

に
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
小
菅
の
里
及

び
小
菅
山
の
文
化
的
景
観
」
は
、

小
菅
山
と
そ
の
参
道
沿
い
に
展
開

し
た
計
画
的
な
地
割
や
カ
ワ
等
巧

み
に
水
を
利
用
し
た
集
落
景
観
が

特
徴
的
な
文
化
的
景
観
で
す
。

宝
を
自
信
に
活
力
を
生
み
出
そ
う

　

今
回
の
選
定
に
よ
り
小
菅
や

飯
山
市
の
価
値
が
高
ま
り
、
全

国
的
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
、
身

近
な
景
観
で
あ
る
が
た
め
に
そ

の
価
値
に
気
づ
き
に
く
い
も
の
で

す
。
今
回
の
選
定
を
機
に
飯
山
市

の
誇
れ
る
素
晴
ら
し
い
景
観
を
再

認
識
す
る
と
と
も
に
、
地
域
へ
の

愛
着
が
飯
山
市
で
生
き
る
自
信
と

な
り
、
市
や
集
落
の
元
気
に
つ
な

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　

今
回
の
文
化
的
景
観
の
選
定

は
、「
飯
山
の
宝
に
気
づ
く
」
そ

ん
な
き
っ
か
け
作
り
に
な
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「カワ」で野菜を洗う住人の方

石積みで区画された地割
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　毎年、雪のシーズンになると除
雪中の事故が発生しています。
　事故に遭わないために以下の 10
箇条を守り、安全な除雪作業を行っ
てください。

命を守る除雪中の事故防止10箇条 　危機管理防災課 防災消防係 ☎ 62-3111 内線 371

事故防止10箇条
①作業は家族、隣近所に声をかけ
　て 2人以上で
②建物の周りに雪を残して雪下ろ
　しをする
③晴れの日ほど要注意。屋根の雪
　がゆるんでいて危険
④はしごの固定を忘れずに
⑤除雪機はエンジンを切ってから
　雪詰まりの取り除きを
⑥低い屋根でも油断は禁物
⑦作業開始直後と疲れた頃は特に
　慎重に
⑧面倒でも命綱とヘルメットを
⑨用具はこまめに手入れ、点検
⑩作業の時は携帯電話を持参する

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
犠
牲
者

に
高
齢
者
や
障
が
い
者
の
占
め
る

割
合
が
大
き
か
っ
た
こ
と
か
ら
平

成
25
年
の
災
害
対
策
基
本
法
改

正
に
よ
り
、
避
難
行
動
要
支
援
者

名
簿
の
作
成
、
避
難
行
動
要
支

援
者
本
人
か
ら
の
同
意
を
得
て
、

平
時
か
ら
自
主
防
災
組
織
な
ど
の

避
難
支
援
等
関
係
者
へ
の
名
簿
の

提
供
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
市
で
は
次

の
と
お
り
、
避
難
行
動
要
支
援
者

の
対
象
区
分
お
よ
び
避
難
支
援
等

関
係
者
を
定
め
、
避
難
支
援
等
を

実
施
し
ま
す
。

■
避
難
行
動
要
支
援
者
の
対
象
区
分

　
危
機
管
理
防
災
課 

防
災
消
防
係　

 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
７
１

災
害
対
策
基
本
法
改
正
に
伴
う
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
の
作
成
お
よ
び

避
難
支
援
等
関
係
者
へ
の
配
布

―
対
象
者
へ
通
知
お
よ
び
避
難
支

援
関
係
者
へ
名
簿
の
提
供
に
関
す

る
同
意
書
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

生
活
の
基
盤
が
自
宅
に
あ
り

次
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該
当

し
、
か
つ
、
同
居
す
る
世
帯
員
が

65
歳
以
上
の
み
の
世
帯
の
方
。

① 

要
介
護
3
以
上
の
方

② 

身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級

の
方
お
よ
び
視
覚
ま
た
は
聴
覚
障

害
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
3

〜
6
級
の
方
（
心
臓
・
腎
臓
機
能

障
害
の
み
で
該
当
の
方
は
除
く
）

③ 

療
育
手
帳
A
を
所
持
す
る
方

④ 

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

1
級
を
所
持
す
る
方

運動の重点
【基　　本】
　「子どもと高齢者の交通事故防止」
【重      点】
■通学路・生活道路の安全確保と歩行者保護
　の徹底
■夕暮れ時と夜間の交通事故防止

年
末
の
交
通
安
全
運
動

信
濃
路
は　

ゆ
と
り
の
笑
顔
と　

ゆ
ず
り
あ
い

期　間

12月1日㊊ ～31日㊌ 　
道
路
河
川
課 

監
理
係  

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
７
１・２
７
２

　年末は、夕暮れ時の歩行中、横断中の
事故や交差点における事故が増えるほか、
飲酒機会の増加や積雪・凍結による道路環
境の悪化に伴う重大事故の発生が懸念さ
れます。
　このため広く市民の皆さんに交通ルー
ルの遵守を呼びかけ、交通事故防止の徹底
を図るため「年末の交通安全運動」を実施
しています。

■全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい
　着用の徹底
■飲酒運転の根絶

　
市
民
環
境
課 

国
保
年
金
係　

 
☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
５
４

70
歳
未
満
の
人
の
所
得
区
分
と

　
　
　

自
己
負
担
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

平
成
27
年
1
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
高
額
療
養
費
の

　

同
じ
人
が
同
じ
医
療
機
関
や

薬
局
で
支
払
っ
た
額
が
、
１
か
月

（
月
の
初
日
か
ら
末
日
ま
で
）
の

自
己
負
担
の
限
度
額
を
超
え
た
と

き
は
、
そ
の
超
え
た
分
が
申
請
に

よ
り
「
高
額
療
養
費
」
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
27
年
１
月
か
ら
、
70
歳

■自己負担限度額（月額）
平成27年 1月からの所得要件 3回目まで 4回目以降

所得（※）が 901万円を超える 252,600 円 +
医療費が842,000円
を超えた場合は
その超えた分の 1%

140,100 円

所得が 600万円を超え
901万円以下 167,400 円 +

医療費が558,000円
を超えた場合は
その超えた分の 1%

93,000 円

所得が 210万円を超え
600万円以下 80,100円+

医療費が267,000円
を超えた場合は
その超えた分の 1%

44,400 円

所得が 210万円以下
（住民税非課税世帯を除く） 57,600円 44,400 円

住民税非課税世帯 35,400円 24,600 円

未
満
の
人
の
高
額
療
養
費
が
改
正

さ
れ
ま
す
。
低
所
得
者
に
配
慮
し

た
上
で
、
所
得
区
分
が
細
分
化
さ

れ
、
負
担
能
力
に
応
じ
た
限
度
額

に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
70
歳
以
上
75
歳
未
満

の
人
の
所
得
区
分
に
変
更
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　所得区分を細分化することによって、それぞれの所得に応じた負担に
　なるように限度額が変更されます。
　平成 27年 1月からの新しい所得区分と限度額は下表のとおりです。

※　所得とは、国民健康保険税の算定の基礎となる「基礎控除後の総所得金額等」
　　のことです。

飯
山
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
３
２

【
対 

象 

者
】

　

平
成
6
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
、
10
㌃
以
上
の
農
地
の
耕
作

業
務
を
営
む
方
か
、
同
居
の
親
族

ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
年
間
60
日

以
上
耕
作
に
従
事
し
て
い
る
方
。

【
提
出
方
法
】

　

該
当
す
る
世
帯
の
方
は
、
申
請

書
を
ご
記
入
の
う
え
、区
長
さ
ん
、

各
地
区
活
性
化
セ
ン
タ
ー
、
ま
た

は
飯
山
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
ま
た
は
、
農
業
委
員
会
事
務

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
12

月
に
各
区
長
さ
ん
等
を
通
じ
、「
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登

載
申
請
書
」
を
配
布
し
ま
し
た
。

　

農
業
委
員
会
の
選
挙
人
は
、
こ

の
申
請
書
を
も
と
に
毎
年
１
月
１

日
現
在
で
調
整
さ
れ
る
「
農
業
委

員
会
選
挙
人
名
簿
」
に
載
っ
て
い

る
人
だ
け
が
有
権
者
と
な
り
ま

す
。
該
当
す
る
世
帯
の
方
は
期
限

ま
で
に
申
請
書
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書

対
象
と
な
る
世
帯
は
期
限
ま
で
に
提
出
を

局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
限
】

　
平
成
27
年
1
月
10
日
㈯

【農業委員会とは】

　i ネット飯山　☎ 81-3000

　テレビ画面の右上に「デジアナ変換」と

デジアナ変換デジアナ変換

と表示されているテレビは・・・

表示されている場合、アナログテレビで地デジをご覧いただい
ていますが、2015 年 3 月末に同サービスは終了します。終了
後も地デジを受信するには、デジタルテレビに買い替えるか i
ネットの STB を接続していただく必要があります。ご不明な
点は、i ネット飯山までお問い合わせください。

　
岳
北
消
防
本
部　
☎
62
０
１
１
９

祭
礼
や
縁
日
、
花
火
大
会
な
ど
催
し
で
の
火
災
予
防

　

平
成
25
年
8
月
に
携
行
缶
の

ガ
ソ
リ
ン
に
引
火
し
多
く
の
犠
牲

者
を
発
生
さ
せ
た
京
都
府
の
福

知
山
花
火
大
会
で
の
火
災
を
受

け
、
多
数
の
人
の
集
合
す
る
催
し

に
お
け
る
火
災
予
防
対
策
を
図
る

た
め
、
岳
北
広
域
行
政
組
合
火
災

予
防
条
例
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

■
多
数
の
人
が
集
ま
る
催
し
に
対

し
て
、
主
催
者
ま
た
は
出
店
者
等

の
関
係
者
に
次
の
事
項
が
課
せ
ら

⑤ 

特
定
疾
患
医
療
受
給
者
（
難

病
者
）
の
内
、
避
難
行
動
要
支
援

者
と
し
て
対
象
と
す
る
重
症
患
者

※
同
意
書
は
12
月
下
旬
に
送
付
し

ま
す
の
で
内
容
を
確
認
の
上
、
記

載
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
避
難
支
援
等
関
係
者
（
名
簿
を

提
供
す
る
関
係
者
）

―
同
意
を
得
た
方
の
名
簿
の
提
供

を
行
い
ま
す
。

① 

自
主
防
災
組
織
（
区
長
）

② 

飯
山
警
察
署

③ 

岳
北
消
防
本
部

④ 

民
生
委
員

⑤ 

そ
の
他
、
市
長
が
必
要
と
認

め
た
支
援
者
等

れ
ま
す
。

①
対
象
火
気
器
具
等
を
使
用
す

る
露
店
等
は
「
消
火
器
」
の
設
置

②
対
象
火
気
器
具
等
を
使
用
す

る
露
店
等
を
開
設
す
る
と
き
は
、

消
防
署
へ
「
露
店
等
の
開
設
届
出

書
」
の
提
出

※
多
数
の
人
が
集
ま
る
催
し
と
は

祭
礼
や
縁
日
、
花
火
大
会
や
展
示

会
な
ど
の
こ
と
で
す
。
各
地
区
で

開
催
さ
れ
る
お
祭
り
や
花
火
大
会

で
開
設
さ
れ
る
露
店
も
該
当
と
な

り
ま
す
。

●
対
象
火
気
器
具
等
と
は

　
ガ
ス
コ
ン
ロ
、か
ま
ど
、ス
ト
ー

ブ
、
発
電
機
な
ど

●
消
火
器
の
代
わ
り
に
水
バ
ケ
ツ

の
用
意
で
は
・
・
・

　
水
バ
ケ
ツ
で
は
ダ
メ
で
す
。
ま

た
エ
ア
ゾ
ー
ル
消
火
器
、
住
宅
用

消
火
器
も
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
岳
北
消
防
本

部
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　農業委員会は、農地等の利
用の調整など農業全般にわた
る問題を解決することなどを
目的とした農業・農業者の利
益を代表する機関で、法律に
基づき市町村ごとに設置が義
務付けられ
た行政委員
会です。
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今年度予算額 上半期執行額 執行率
水道事業収益　合計 4億 8943万円 2億 5254万円 51.6％
営 業 収 益  計 4億 3120万円 2億 3115万円 53.6％
給 水 収 益 4億 294万円 2億 1597万円 53.9％
受 託 工 事 収 益 1025万円 163万円 15.9％
そ の 他 営 業 収 益 2001万円 1355万円 67.7％
営 業 外 収 益  計 4850万円 2139万円 44.1％
他会計補助金・長期前受金戻入等 4850 万円 2139万円 44.1％

■収益的収支の予算執行状況（経営状況）

区　分 今年度上半期 前年度上半期 前年対比
給 水 件 数 6621戸 6515戸 101.6％
配 水 量 120万 6282㎥ 122万 9888㎥ 98.1％
給 水 量 94万 3421㎥ 96万 5508㎥ 97.7％
有 収 率 78.2％ 78.5％ 99.6％

■給水状況（上半期水道事業）

上半期の収支差引（消費税含む）
2億 5254万円 － 1億 6473万円＝ 8781万円

今年度予算額 上半期執行額 執行率
水道事業費用 合計 4億 4160万円 1億 6473万円 37.3％
営 業 費 用  計 3億 6309万円 1億 4697万円 40.5％
原水および浄水費 4900万円 1688万円 34.4％
配水および給水費 6794万円 1370万円 20.2％
受 託 工 事 費 1052万円 154万円 10.1％
総 係 費 3545万円 1500万円 42.3％
減 価 償 却 費 1億 9700万円 9850万円 50.0％
資 産 減 耗 費 267万円 133万円 50.0％
そ の 他 営 業 費 用 51万円 3万円 5.9％
営 業 外 費 用  計 7831万円 1776万円 22.7％
支 払 利 息 等 7831万円 1776万円 22.7％
予 備 費 20万円 0万円 0.0％

※給水量…有収水量のこと（水道料金の対象となった水量）
※有収率…配水量に対する有収水量の割合

※上記のうち、長期前受金戻入、減価償却費、資産減耗費について
　は 26年度見込額の 2分の１を執行額として集計しています。特
　別収益、特別損失は除いてあります。

平成26年度上半期の水道事業の業務状況をお知らせします。
（数値は平成 26年９月末現在）

平成 26 年度上半期の経理状況など
水道事業会計

収入内容 予算額 収入済額 収入率
地方交付税 50億 9891万円 33億 9960万円 66.7％
市 　 税 22億 3600万円 12億 9589万円 58.0％
国庫支出金 32億 5870万円 3億 9231万円 12.0％
県 支 出 金 6億 5333万円 9706万円 14.9％
諸 収 入 7億 8768万円 3435万円 4.4％
市 　 債 32億 1280万円 410万円 0.1％
そ の 他 30億 8840万円 10億 5743万円 35.2％

  歳　入 収入済額　62億 8074万円
収 入 率　34.4％

市では年 2回、財政の執行状況等を市民の皆さんに公
表しています。今回は平成 26年 4月から 9月末まで
（数値は 9月末現在）の状況です。なお、さらに詳細
なデータは飯山市ホームページでご覧いただけます。

一般会計 歳入歳出予算額   182億 4782万円

1．一般会計の状況

飯山市の財政事情
平成 26 年度上半期の財政状況

支出内容 予算額 支出済額 執行率
土 木 費 83億 4911万円 10億 2943万円 12.1％
民 生 費 31億 2862万円 10億 5014万円 33.6％
総 務 費 16億 7136万円 6億 3976万円 35.9％
公 債 費 11億 1835万円 5億 3919万円 48.2％
教 育 費 9億 6630万円 4億 1815万円 43.3％
衛 生 費 9億 5636万円 3億 2059万円 33.5％
商 工 費 8億 5648万円 6億 3000万円 73.6％
農林水産業費 5億 5597万円 1億   331 万円 18.6％
そ の 他 6億 4527万円 3億 1874万円 49.4％

  歳　出 支出済額　49億 9031万円
執 行 率　27.3％

　　上下水道課 業務係 ☎ 62-3111 内線 225・226

　冬期間は水道メーターの検針
ができないため、漏水に気づかな
かったり、水道管が凍結破損して
しまったりする場合があります。雪
が多く積もる前に漏水などの点検
をお願いします。
　蛇口を閉めた状態で水道メー
ターのパイロットを確認してくださ
い。パイロットが回っていれば漏水していますので、水道指定
工事店へ連絡し修理をお願いしてください。

パイロット

本格的な冬を迎える前に
　　水道管の確認をお願いします

　　企画財政課 財政係 ☎ 62-3111 内線 393

水道事業収益　合計
収　入

水道事業費用 合計
支　出

会　計 予算額 収入済額 執行率支出済額

簡 易 水 道 等 1億8958万円 4744万円 25.0％
7222万円 38.1％

公 共 下 水 道 8億5408万円 1億 466万円 12.3％
3億 9182万円 45.9％

特定環境保全
公 共 下 水 道 3億6276万円 4700万円 13.0％

1億 5958万円 44.0％

農業集落排水 3億3989万円 4646万円 13.7％
1億 5001万円 44.1％

国民健康保険 26億4680万円 9億1355万円 34.5％
11億 2499万円 42.5％

後期高齢者医療 2億4920万円 6956万円 27.9％
8618 万円 34.6％

介 護 保 険 26億4566万円 10億 7642万円 40.7％
11億 2655万円 41.8％

介護サービス 710万円 400万円 56.3％
299万円 42.1％

福 祉 企 業
セ ン タ ー 4623万円 1917万円 41.5％

1798万円 38.9％
ケーブルテレビ
事 業 2億8756万円 1億2634万円 43.9％

8389万円 29.2％

平成 26年度
当初予算
（繰越含む）
182億
7007万円

【6月補正】補正額：△ 2224万円
・地熱・地中熱等の利用による低炭素社会推進
　事業（1010万円）
・コミュニティ助成事業（1270万円）
・非常備消防運営事業（500万円）
・農業施設現年度単独災害復旧事業（330万円）
・広域観光案内スタッフ育成事業（400万円）
・区画整理事業（△ 8000万円）
・住宅屋根融雪化事業（720万円）

6月補正減額分

※ 9月補正予算成立が 10月 1日以降のため平成 26年度上半
　期の補正は 6月補正予算のみとなります。

平成 26年度　一般会計予算の補正状況

2．特別会計の状況
H25H19H18 H20 H21 H22 H23 H24

0

100 億

200億

300億

長期借入金残高の推移（全会計）

400億

H26H17

（各年の残高数値は 9月末現在）

379
億 7
33
万円

354
億 9
070
万円

330
億 8
527
万円

303
億 4
505
万円

282
億 1
162
万円

259
億 1
197
万円

240
億 4
01
万円

226
億 4
087
万円

218
億 6
652
万円

216
億 2
710
万円

保育園嘱託・臨時保育士を募集します
　　子ども課 子育て支援係　☎ 62-3111 内線 363・364

　飯山市の水道料金は平成 13年に料金改定をして以来、消
費税率引上げ分を除くと同一の料金となっています。
　当時は千曲川水源から
脱却し、安全でおいしい
地下水源への移行が悲願
であり、市民総ぐるみで
進めていました。そのた
めには多額の資本投資が
必要であり、市民の皆さ
まにご理解いただき、料金の改定をさせていただきました。
　以来 13年、水道経営は順調に進み、工事のために借入れ
た起債（借金）の返済も滞りなく行うことができ、ピーク時
の約 1/3 となる 15億円に減ってきています。
　水道事業は皆さまからの水道料金で経営をしている「公営
企業」です。赤字を出さない健全経営のため、引き続き市民
の皆さまのご理解をお願いいたします。

水道料金にご理解を

市内各地で行われた当時の水源開発の様子

【随時募集団地・戸数】
  ●水上団地（曙町）　2戸
【申込用紙配布・募集受付期間】（土日祝祭日を除く）
　12月 24日㈬から（受付時間 8:30～17:15）
   ※当分の間受付し、定員になり次第締め切ります。
【随時募集中の団地・戸数】
  ●曙町団地　　1戸
※申込方法、入居資格等、詳しくはいいやま住んでみま
　せん課までお問い合わせください。

いいやま住んでみません課 住宅係 ☎ 62-3111 内線 252市
営
住
宅
入
居
者
募
集

なべくら高原
スノーシューフェスティバル 2015

　各メーカーのスノー
シューを無料体験試乗で
き、森の中のコースを自由
に歩いて頂けるほか、ガイ
ド付ツアー ( 事前予約・人
数限定 ) も行います。各種
ソリが無料で楽しめるキッ
ズパークや、豪華賞品が当
たるじゃんけん大会なども
あります。詳細はなべくら
高原・森の家までお問い合
わせください。

　なべくら高原 森の家 ☎ 69-2888

1月31日㊏ ・2月1日㊐
　市教育委員会では、次のとおり保育園の嘱託・臨時職員
を募集します。
■募集職種　保育士
■募集人数　若干名
■応募資格　保育士資格を持つ 60歳未満の方
■試験内容　書類審査および面接
■試験日時　応募者に個別に通知します
■勤務条件　平日昼間、土日祝日のみ、延長保育時間　等
　　　　　　 勤務形態により勤務日数や賃金等が異なります
　　　　　　ので詳しくは子ども課子育て支援係までお問
　　　　　　い合わせください。
■任用期間　平成27年４月１日～平成 28年 3月 31日

（勤務成績により更新あり）
■応募期間および提出書類
　平成 27年１月 23日（金）までに、自筆履歴書（写真貼
　付）を教育委員会事務局子ども課まで提出してください。
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【職員の採用・退職状況】

【一般行政職の平均給料月額と
  平均年齢の状況】 　（Ｈ26年４月１日現在） 
平均給料月額 平均年齢
33万 1500円 44.3 歳

（注）職員手当には、退職手当を含みません。

【特別職報酬などの状況】
（H26年 4月 1日現在）

区　分 給料月額等
市　長 714,000 円
副市長 585,000 円
教育長 508,000 円
議　長 328,000 円
副議長 281,000 円
議　員 263,000 円
【期末手当支給割合】

給料月額等 ×1.4× 下記の月数   
  ６月期 :1.4 月   12 月期 :1.55 月

平成 25年度中に新たに育児休業を取得した職員の数
取得者数 取　得　期　間
男 女 3月以下 3月超え

6月以下
6月超え
9月以下

9月超え
1年以下

1年超え
3年以下

－ 2 － 1 － － 1

【職員の勤務時間】

分限処分の件数（Ｈ 25 年度） 処分の主な理由
免職 休職 降任 降格 計

 －－ － － － －
懲戒処分の件数（Ｈ 25 年度） 処分の主な理由
免職 停職 減給 戒告 計

交通事故によるもの－ － － 4 4
【分限処分】　一定の事由によって職員がその職務を十分に果たすこと
ができない場合などに、職員の意に反する不利益な身分上の変動をも
たらす処分で、公務能率の維持向上を図ることを目的としています。
【懲戒処分】　職員の一定の服務義務違反に対して職員に科する制裁と
しての処分。規律の維持を目的として職員の道義的責任を問うもの。

　職員の服務の根本基準は、地方公務員法第 30条に「すべて職員は、
全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し、且

か
つ、職務の遂行に

当っては、全力を挙げてこれに専念しなければならない」と規定され
ています。この趣旨を具体的に実現するため、同法では、営利企業等
の従事制限等を職員に課しており、その他にも職務命令等に従う義務、
信用失墜行為の禁止、守秘義務、職務専念義務、政治的行為の制限、
争議行為等の禁止等の義務を地方公務員に課しています。平成 25年
度中の本市における営利企業等へ
の従事許可の状況（地方公務員法
第 38 条第１項の規定による任命
権者の許可を受けたもの）は次の
とおりです。

区　分 内　容

独自研修
職員人権同和研修、福祉体験研修、メンタルヘルス研修、接遇研修、
情報セキュリティ研修、未収金対策研修、クレーム対応研修、管
理者マネジメント研修、駅整備・回遊性のまちづくり研修、広域
観光財政研修

市以外が
主催する
研修会

一般行政職員研修、給与事務研修、北信三市主査研修、北信三市管
理者研修、先進都市行政視察、係長研修、新規採用職員研修、法
務研修、部課長研修、中堅行政職員研修、災害危機管理研修、税
務各種研修、政策形成研修

　人事評価は、前年度に引き続き全職員を対象に試行しました。

公務災害 通勤災害
発生 認定 発生 認定
1 1 1 1

ア．互助会は、職員（会員 260人）からの会費（給料月額の 1000分の 4.5 に
　　相当する額。Ｈ 25年度 約 4447千円）等で運営されています。なお、互
      助会が実施する慶弔金、見舞金、資金の貸付、生活物資のあっせんなどの事
　　業の費用は、会費などにより賄われています。

平成 25年度中に新たに介護休暇を取得した職員の数
取得者数 取　得　期　間
男 女 １月

以下
１月超え
２月以下

２月超え
３月以下

３月超え
４月以下

４月超え
５月以下

５月
超え

－ － － － － － － －

申請
件数

承認
件数 承認した主な事項

0 0 －

※職員数は一般職員に属する職員数であ
り、地方自治法、公益法人等への派遣等
に関する条例に基づく派遣職員を含み、
臨時または非常勤職員を除いています。

【職員手当の状況】 　  （H26年 4月 1日現在）

区　分
飯山市

国
期末 勤勉

期
末
・
勤
勉
手
当

６月期 1.225 月分 0.675 月分

同　
左

（特定幹部職員）（1.025 月分）（0.875 月分）
12月期 1.375 月分 0.675 月分

（特定幹部職員）（1.175 月分）（0.875 月分）
合　計 　2.6 月分   1.35 月分

（特定幹部職員）（2.2 月分）  （1.75 月分）
自己都合 勧奨・定年

退
職
手
当

勤続20年 21.62 月分 27.025 月分
勤続25年 30.82 月分 36.57 月分
勤続35年 43.70 月分 52.44 月分
最 高 限 度 52.44 月分 52.44 月分
その他特例 退職時特別昇給は未実施

※他に扶養手当、住居手当、通勤手当等があります。

　職員の衛生および健康の管理を行うため産業医を置くとともに、職員の
危険および健康障害を防止するための基本となるべき対策、公務災害の原
因の調査および再発防止対策その他職員の安全および衛生に関することに
ついて調査審議するため衛生委員会を設置しています。

【人件費と職員給与費の状況】
①人件費の状況（Ｈ 25年度普通会計決算）

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A）
145億 7791万 1000円 20億 1705万円 13.8％

②職員給与費の状況（Ｈ 25年度普通会計当初予算）

職員数
（A）

給　　　与　　　額 １人あたり
給与費
（B/A）

共済費給　料 職　員　手　当 計（B）うち期末・勤勉手当
225人 8億 8003万

8000円
4億 2894万円

6000円
3億 1815万

1000円
13億 4083万円

5000円 596万円 3億 5194万
4000円

【一般行政職の初任給と経験年数別学歴別
  平均給料月額の状況】　　　　  （H26年4月1日現在）

採用
区分 大学卒 高校卒

初任給 172,200 円 140,100 円

経
験
年
数

10 年以上 15年未満 290,200 円 242,900 円
15年以上 20年未満 319,700 円 289,700 円
20年以上 25年未満 353,000 円 321,300 円
25年以上 30年未満 375,900 円 338,000 円
30年以上 35年未満 405,100 円 371,700 円

35年以上 424,200 円 392,200 円

飯
山
市
の

人
事
行
政
運
営
状
況

採用者数　　　　　 　Ｈ26.4.1
職　種 上級職 中級職 初級職 合　計
人　数 2 3 2 7

公
表

飯山市の人事行政運営状況

退職者数　Ｈ25.4.1 ～Ｈ 26.3.31
退職事由 定年 定年以外の退職 合　計
人数 9 3 12

　住民基本台帳法に基づき、平成 25 年 11 月１日から平成
26年 10 月 31 日までの住民基本台帳閲覧状況を公表します。
【国および地方公共団体の機関による閲覧】
機関の名称 請求事由の概要 閲覧年月日 閲覧の範囲

自衛隊
長野地方協力
本部

自衛官の募集 H26.2.6
H8.4.2 ～ H9.4.1 の間
に生まれた男女
H11.4.2 ～ H12.4.1
の間に生まれた男女

岳北消防本部 住宅用火災警報
器設置状況調査 H26.5.9 全市から無作為抽出の

世帯

 公表 住民基本台帳
閲覧状況

市民環境課 市民係 ☎ 62-3111 内線 151・156

【個人または法人による閲覧】
申出者 利用目的の概要 閲覧年月日 閲覧の範囲

（株）ビデ
オリサーチ

日本たばこ「2014
年全国たばこ喫煙
者率調査」対象者
の抽出

H25.12.17
大字静間の T13.5.1
～ H6.4.30 生まれの
男女

（株）日本
リサーチセ
ンター

自治医科大学 研究
のためのアンケー
ト対象者の抽出

H26.1.30
大字飯山の S9.2.1 ～
S49.1.31 生まれの男
女

（社） 新情
報センター

内閣府「国民生活
に関する世論調査」 H26.6.3 大字旭の 20歳以上の

男女（H26.6.1 現在）

【部門別職員数の状況と主な増減理由】
 部   門

区   分
職員数 ( 人 ) 増減 主な増減理由25年度26年度

一 般 行 政

議　会 ３ 3
総務企画 51 51  
税　務 12 11 △ 1 行政改革による減
民　生 49 49  
衛　生 13 12 △ 1 行政改革による減
農　林 15 14 △ 1 行政改革による減
商　工 10 10  
土　木 31 29 △ 2 行政改革による減

特 別 行 政 教　育 42 41 △ 1 行政改革による減

公営企業等
水　道 8 8
下水道 5 5
その他 15 16 1 行政改革による増

合　計 254 249 △ 5

１  職員の任免および職員数に関する状況

２  職員の給与の状況

３  職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

【育児休業、介護休暇の取得状況等】 ( 右表参照 )

【年次休暇】

年次休暇、療養休暇、特別休暇（夏季、結婚、産前産後、子の看護、忌引、
ボランティア活動等）、育児休業、介護休暇等

【休暇等の種類】

1 週間 38時間 45分
勤務の割振り：月曜日から金曜日。１日の勤務時間：午前８時 30分
から午後５時 15分。（途中 1時間の休憩時間を設け 7時間 45分）

年 20日。使用しなかった年次休暇は翌年次に限り繰り越して使用可。
平成 25年中の平均取得日数は 9.0 日。

4   職員の分限および懲戒処分の状況5   職員の服務の状況

6   職員の研修と勤務成績の評定の状況7   職員の福祉と利益の保護の状況
【産業医および衛生委員会の設置】

【公務災害等の発生
  および認定状況】

【健康診断等の実施内容】

レントゲン間接撮影、胃集団検診
大腸ガン検診、人間ドック
婦人ガン検診、総合健康診断

【福利厚生事業】

8   平成 25 年度における北信広域連合公平委員会の業務状況について
◇勤務条件に関する措置の要求の状況
　職員から、地方公務員法第 46条の規定に基づき、給与、勤務時間その他
の勤務条件に関し地方公共団体の当局により適当な措置を執られるよう要
求があった場合、公平委員会は事案について審査を行い、これを判定し、そ
の結果に基づいて、その権限を有する地方公共団体の機関に対して必要な勧
告を行います。件数については、次のとおりです。

◇不利益処分に関する不服申立ての状況
　職員から、地方公務員法第 49条の 2の規定に基づき、懲戒、その意に反する
と認められる不利益な処分について不服申立てがあった場合、公平委員会は、口
頭審理等の方法により審査を行い、その結果により当該処分を承認、修正、取り
消し、必要がある時は、任命権者に対して職員が当該処分によって受けた不当な
取扱いを是正するための指示を行います。件数については、次のとおりです。

件数
(A)+(B)+(C)+(D)

審査結果
打ち切り（A） 勧告（B） 取り下げ（C） 棄却（D）

1 － － － 1

件数
(A)+(B)+(C)+(D)

審査結果
打ち切り（A） 勧告（B） 取り下げ（C） 棄却（D）

－ － － － －

イ．職員の共済制度は、他の健康保険や厚生年金の制度と同様に地方公務員等共
　　済組合法に基づき、職員と市とにおいて分担・拠出する財源により短期給付
　　事業、長期給付事業、福祉事業等を行っています。

【研修の実施状況（平成 25 年度）】

【勤務成績の評定の状況】

　公益性が高いと認められる調査研究等や公共的団体が行う
地域住民のための福祉活動。営利以外の目的で行う居住関係
の確認のうち、訴訟の提起その他特別な事由がある場合。

閲覧することができる場合
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飯山市公民館前に設置した市街地案内サイン

2015 年農林業センサスにご協力ください
　企画財政課 企画調整係　☎ 62-3111 内線 395
　平成 27年２月１日現在で、全国一斉に “農林業の国勢調
査 ”といわれる「2015 年農林業センサス」が実施されます。
　この調査は、今後の農林業の政策に役立てるために５年ご
とに実施される極めて大切な調査です。
　平成 26 年 12 月中旬から農林業を営んでいる皆さまのと
ころに調査員が訪問して、調査票に農林業の経営状況などの
記入をお願いしますので、ご協力をお願いします。
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新潟県 糸魚川市
スキー場浜汁祭り
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木島平村米が 4部門で上位入賞 !
「米・食味分析鑑定コンクール：国際大会」結果発表

2015 年の年明けはゲレンデで
大晦日ナイター＆カウントダウン花火

　12 月 31 日は長坂ゲレ
ンデでのナイター営業時
間を23時30分まで延長！
　2015 年の年明けはゲレ
ンデの花火と共にスキー
場で迎えましょう。
　樽酒の振舞いホットワ
インサービスも行います。

■ナイター営業時間
　　　　16:30 ～ 23:30
■樽酒とホットワイン
　の振る舞い
　　　　23:00 ～ 24:00
■新年の年明けと共に花火の打ち上げ

■問合先　野沢温泉スキー場　☎ 85-3166

　11月 23・24 日、「第 16回米・食味分析鑑定コンクール：
国際大会」が青森県田舎館村で開催されました。応募総数
4,369 点は過去最高を記録。その中で各部門の最終選考に
残ったお米の官能審査（食べ比べ）を行い、村では、国際総
合部門で金賞１人と、特別優秀賞を３人が受賞。都道府県代
表部門では特別優秀賞、栽培別部門（若手農業経営者部門）
では金賞を受賞しました。また、小学校部門では木島平小学

　ゲレンデから海が見える「シーサイドバレースキー場」
は、初級者から中級者、ファミリーにおすすめのスキー場。
毎年好評の浜汁祭りでは、日本海でとれた新鮮な海の幸
で作った浜汁を、第 1
リフト前イベントハ
ウスにて、先着 100
杯限定で販売します。
魚の宝庫糸魚川なら
ではの、うま味たっ
ぷりの浜汁をどうぞ
ご賞味ください。
■日　時　平成 27年 1月～ 2月の毎週日曜日
　　　　　10時～なくなり次第終了
■場　所　シーサイドバレースキー場（歩荷茶屋前）
■問合先　シーサイドバレースキー場インフォメーション
　　　　　☎ 025-558-2244

広
告
コ
ー
ナ
ー

　平成 15 年「飯山市食の風土記編纂委員会」として発足
以来、飯山の食文化を次世代に継承していく活動を中心に、
食育や地産地消の推進活動を行ってきた「飯山食文化の会」
が 12月 7日、10周年の記念式典を開催しました。
　式典で同会会長の坂原シモさんは「郷土料理を食べるこ
とが地産地消につながり、それが荒廃した農地を減らし、
私たちのふるさとの景観維持にもつなげていきたい」とこ
れまでの活動と今後の展望を踏まえてあいさつされました。
　この後、会の発足に尽力され、食の風土記の監修も務め

12 月 7日　木島地区活性化センター
られた長野県農村文化協会役員の池田玲子さんによる基調
講演や、池田さん、高橋
まゆみさん、飯山小徳永
教諭、市長を交えたパネ
ルディスカッションが行
われました。また、郷土
料理の振る舞いも行わ
れ、食の大切さ、ふるさ
との味のあたたかさを感じられる催しとなりました。　

ばあちゃんの味、かあちゃんの味を後世に伝えて
　飯山食文化の会設立 10周年記念式典開催

　オープン日は午前 10 時からセレ
モニーを開催、イノシシ汁や、甘酒
などの振る舞いが行われます。なお、
当日は先着 100 名様までリフト料金
が無料となりますので、ぜひ、お越
しください。
　また、今シーズンは『平日パウダー
祭り』と称し、1/8 ～ 2/27 の平日は
極力非圧雪として、存分にパウダー
スノーをお楽しみいただけるほか、
1/5～3/16の月曜日はリフト1日券が1000円になるラッキー
マンデーや、19歳の方はリフト料金がいつでも無料になる『雪
マジ 19』、大好評の平日シーズン券（6000 円）など、お得な
リフト券もたくさん用意しています。もちろん、さかえ倶楽
部名物の野沢菜漬けは今年も食べ放題です。
　今年の冬はぜひさかえ倶楽部スキー場へ！
■問合先　さかえ倶楽部スキー場　☎ 87-3333

さかえ倶楽部スキー場
12月 20日オープン

校が５年連続の入賞を果たすな
ど、平成 20 年から７年連続の上
位入賞と４年連続の金賞受賞に
より、木島平米の存在感を全国に
示すとともに木島平米のブラン
ド化に向けてまた一歩前進することができました。
■問合先　木島平村役場交流産業室 ☎ 82-3111【内線 136】

　県内の市町村が、地域の魅力を 30秒のコマーシャルに込
めて伝える「第 14 回ふるさとＣＭ大賞NAGANO」の最終
審査が 12 月 7 日、長野市で開催され、90 作品の中から予
選を通過した 24作品がステージ PRに挑みました。
　飯山市からは「ちーむこまぁしゃる 2014」の作品「みゆ
き野 Big3」がノミネート。飯山小学校 6年 1組が考案した
駅弁「みゆき野 Big3」を児童、先生、保護者が出演し PR
した作品で、息のあったダンスなどが評価され「演技賞」を

ふるさとCM大賞で演技賞を受賞
受賞しました。
　これにより年間 30 回
のテレビ放映が行われま
す。CM制作に尽力され
た皆さま、たいへんご苦
労さまでした。
　最終審査会の模様は、1月 3日㈯午後 3時 30 分から abn
でテレビ放映の予定です。皆さんもぜひご覧ください。
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石川県 七尾市

　冬空に幻想的な絵模様を
描く花火、海鮮大鍋は、和
倉の冬の名物。カニ、牡蠣、
甘エビなど日本海の冬の味
覚を存分に味わえます。
　和倉温泉の料理長達が一
堂に会し、直径 2 ｍ以上の
大鍋で 2000 食を作る贅沢鍋
を堪能してください。

和倉温泉冬花火＆
海鮮まるごと大鍋とうまいもん市

　このコーナーでは、平成 27年春の北陸新幹線の延伸をひとつの契機に、
交流人口の増加と地域経済の活性化を図ることを目的に飯山市と観光交流
都市協定を締結した都市の観光情報をご紹介しています。各都市の魅力を
感じていただき、新幹線開業を前に訪れてみてはいかがでしょうか。

日　時　1月 11日（日）※荒天時は、翌日に順延
　　　　11:00 ～ 21:00（花火は 20:00 から）
場　所　和倉温泉シーサイドパーク
問合先　和倉温泉観光協会　☎ 0767-62-1555

12 月 3日　市役所

飯山のおいしい米が今年も評価されました
米・食味分析鑑定コンクール国際大会 受賞報告会

　11月 23 日、24 日に青森県田舎館村で開催された第 16
回米食味分析鑑定コンクール国際大会で、入賞した皆さん
が市長を表敬訪問し、受賞報告を行いました。
　同大会で特別優秀賞
を受賞したのは岡山地
区の沼田浩徳さん（市
のコンクールでグラン
プリを受賞）、同地区の
江尻貴志さん、同地区
の月岡精司さん、柳原
地区の（農）やなぎはら（佐藤正夫代表）、木島地区の（農）
ファームステーション木島（佐藤嘉一代表）で、（農）ファー
ムステーション木島（市川英夫さん）においては栽培部門
の低・中アミロース米が金賞を受賞しました。
　受賞された皆さんは市長と「飯山のおいしい米」につい
て懇談され、新幹線開業を契機に、米どころ飯山をもっと
全国、海外に PRすべきなどの意見を交わしました。

11 月中旬～ 12月初旬　(有 ) 阿部製紙作業所

伝統工芸品、内山紙に触れて
市内の小学 6年生が卒業証書の紙を漉きました

　地域の子どもたちが伝統工芸品に慣れ親しむ場として行
われている伝統的工芸品教育事業。13 回目の実施となっ
た今年も飯山市の伝統工芸品である内山紙の卒業証書を製
作するため市内の 7つの小学校の 6年生児童が自分の手
で紙を漉きました。
　11 月 19 日は常盤小学校の 6
年生 19 名が参加しました。伝統
工芸士である阿部一義さんから
内山紙の歴史や、どのようなもの
から紙ができるのかなどの説明
を聞き、児童たちは驚いた様子で
した。その後いよいよ紙漉きを開
始。阿部さんの指導を受けながら
大切な証書となる紙を漉く児童
たちの表情は真剣そのものでし
た。伝統工芸品に触れながら 6年間の小学校生活を思い返
す時間となったのではないでしょうか。

郷土料理の振る舞い


